
マ
ス
升
実
正
以
降
加
越
能
地
方
に
行
は
れ
た

升
に
は
次
の
種
類
が
あ
る
。

〈
一
〉
胸
膜
升
l
上
笹
玄
寸
ご
分
、
下
径
或
寸
七
分
、

出
張
っ
た
腕
の
径
五
寸
五
分
三
匹
、
深
さ
一
一
一
寸
一
分

=
一
匹
、
無
投
で
、
積
は
九
九
立
方
寸
一
八
七
回
。
一

方
の
判
に
天
正
十
ご
年
と
あ
り
、
他
方
に
晴
明
刊
が

あ
る
O

こ
の
升
は
天
正
申
の
一
升
躍
で
あ
ら
う
。

C
一d
菊
判
升
l
一
升
館
。
径
玩
寸
、
深
さ
ご
寸
五
分
、

無
位
、
積
六
ご
立
方
寸
五
。
文
勝
コ
一
年
製
臣
努
吉
の

定
め
た
も
の
で
、
京
の
古
升
と
も
京
判
と
も
い
ふ
。

会
一
〉
斗
升
並
に
斗
子
升
!
陵
長
十
年
卯
周
の
令
に
見

え
る
も
の
で
、
そ
の
一
石
は
新
京
升
一
石
三
斗
に
笛

り
、
斗
升
の
積
六
六
三
立
方
寸
六
七
三
で
あ
っ
た
。

ハ
四
)
崎
明
判
升

l
一
斗
置
。
径
一
尺
一
寸
五
分
、
深

さ
五
寸
、
無
投
、
積
六
六
一
立
方
寸
ご
五
。
元
和
十

年
ご
月
十
七
日
加
賀
務
の
作
事
場
か
ら
出
し
た
。

ハ
五
〉
承
臨
升
l
一
斗
髭
。
径
・
深
さ
凡
ぺ
て
晴
朗
刊

に
同
じ
い
が
、
承
隠
三
年
に
出
来
し
た
も
の
を
い
ふ
。

明
瞬
間
中
に
今
斗
叉
は
新
斗
升
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
ら

ζ

，。ハ六
U

旗
判
升

l
一
升
態
。
径
四
寸
九
分
、
深
さ
ご
寸

七
分
、
無
投
。
積
六
回
立
方
寸
八
ご
七
。
寛
文
八
年

の
出
来
で
あ
る
。

ハ
七
〉
畏
判
升

l
一
升
倍
。
凡
ぺ
て
甑
判
升
民
間
じ
〈
、

寛
文
入
年
の
出
来
で
、
唯
焼
印
を
異
に
す
る
。

ハ
八
〉
新
京
升
l
一
升
盤
。
径
四
寸
九
分
、
深
さ
ご
寸

七
分
五
盤
。
餓
弦
が
あ
り
、
積
六
回
立
方
寸
四
三
四

三
六
六
。
寛
文
十
年
出
来
。

ハ
九
)
新
京
升

l
一
斗
鼠
。
径
一
尺
五
分
、
深
さ
玩
寸

八
分
入
陸
。
鍛
弦
が
あ
り
、
積
六
四
回
立
方
寸
三
四

=
一
六
六
。
寛
文
十
年
出
来
。

〈一

O
V丸
利
升

i
二
升
蹟
。
径
六
寸
三
分
、
深
さ
三

寸
-
一
分
六
魁
像
。
餓
弦
が
あ
り
、
積
一
一
一
九
京
方
寸

マス
l
マ
タ

六
五
四
。
新
京
升
ご
升
入
で
、
認
の
手
の
印
が
あ
る

の
は
質
永
申
の
製
作
で
あ
ら
う
。
し
か
し
多
〈
賞
用

に
供
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ハ
一
一
〉
桶
升
l
一
斗
鼠
。
口
径
一
尺
一
寸
ご
分
、
底

笹
'
一
尺
二
分
、
深
さ
七
オ
一
分
六
臨
像
。
弦
は
な
く
、

積
六
回
入
立
方
寸
ご
七
。
加
賀
務
に
於
い
て
新
京
升

使
用
の
命
を
漉
し
た
が
、
供
給
足
ら
な
か
っ
た
か
ら
、

寛
文
九
年
一
時
務
で
製
作
使
用
せ
し
め
た
も
の
で
あ

る。以
上
諸
穏
の
ろ
ち
主
と
し
て
公
式
に
綾
滋
し
た
も
の

は
、
文
旅
の
升
・
殴
長
の
升
及
び
寛
文
十
年
の
新
京

升
で
あ
る
。

マ
ス
イ
ヅ
ミ
増
泉
石
川
郡
五
ケ
庄
に
鴎
す
る

部
落
。
錨
尾
記
に
、
こ
の
村
領
に
清
水
が
あ
り
、
茶

を
煎
る
に
能
〈
合
ひ
、
叉
布
を
附
す
に
過
す
る
と
記

す
る
。
明
治
中
増
泉
に
踊
ず
る
陣
川
の
樹
岸
向
増
痕

を
分
割
し
て
濁
・
京
せ
し
め
た
。

マ
ス
イ
ヅ
ξ
カ
タ
パ
増
泉
角
場
↓
マ
メ
ダ
カ

ク
パ
大
一
段
凹
角
揚
。

マ
ス
イ
ヅ
ミ
カ
ス
ガ
ジ
ン
ジ
ヤ
増
泉
春
日
紳
結

石
川
郡
増
泉
に
鎮
座
す
る
0

・
樟
回
同
卿
の
.
石
川
訪
古

港
記
に
、
之
を
式
内
跡
目
前
祉
に
嘗
て
る
も
の
は
践

が
な
い
。
今

mに
春
日
前
祉
と
稽
す
る
。

マ
ス
ガ
タ
升
形
務
政
中
は
金
制
仰
の
陪
川
口
一
杏

林
坊
橋
爪
1

浅
野
川
口
柏
木
橋
爪
-
宮
腰
口
安
江
町
橋

爪
の
=
一
宇
腕
に
升
形
が
あ
り
、
惣
門
を
立
て
L
あ
っ

た
が
、
宮
腰
口
な
る
惣
門
は
中
頃
磁
せ
ら
れ
て
、
升

形
の
地
名
を
の
み
残
し
て
ゐ
た
。
惣
門
出
来
の
年
用

は
祥
か
で
な
い
が
、
慶
長
十
五
年
惣
檎
嫡
出
来
の
時

で
あ
ら
う
か
。
洩
野
川
・
犀
川
の
爾
升
形
は
、
醸
務

の
際
に
破
壊
し
た
。
こ
の
場
合
の
升
形
は
街
匿
の
賢

揚
を
い
ふ
の
で
あ
ら
号
。

マ
ス
ガ
タ
タ
ウ
ゲ
升
形
峰
鹿
島
郡
多
根
か
ら
、

熊
澗
の
う
ち
の
漉
尻
に
至
る
聞
の
峠
。
高
さ
三
四
玄

米。
マ
ス
ガ
タ
バ
シ
升
形
橋
金
融
仲
安
江
町
の
端
に

在
っ
て
、
一
杏
林
坊
橋
・
柏
木
橋
と
共
に
城
下
の
要
筈

と
せ
ら
れ
た
。
叉
務
政
中
紳
祉
仰
閣
に
於
け
る
閲
援

の
高
札
等
は
、
陪
川
・
浅
野
川
と
此
の
橋
爪
と
一
一
一
ヶ
腕

に
建
て
る
例
で
あ
っ
た
。

マ
ス
ガ
タ
モ
ン
升
形
門
金
持
域
調
布
門
の
外

に
あ
っ
て
、
方
形
の
ご
遜
に
折
れ
て
建
て
ら
れ
た
円

で
あ
っ
た
。

マ
ス
ガ
タ
ヤ
マ
升
形
山
路
島
都
荒
山
峠
の
西

に
あ
る
嶺
で
、
荒
山
城
祉
の
あ
る
所
は
、
山
伏
方
形

で
升
を
伏
せ
た
如
く
に
見
え
る
。
地
方
入
国
り
て
之

を
升
形
山
と
名
づ
け
る
。

マ
ス
ガ
タ
ユ
ミ
ノ
チ
ョ
ウ
升
形
弓
，
町
金
棒
の

萄
町
名
。
元
総
六
年
の
士
般
に
、
-
安
江
木
町
の
後
冒
弓

町
と
載
せ
た
地
で
、
升
形
の
裏
町
で
あ
る
。
弓
，
町
と

呼
ぶ
所
は
紙
ね
弓
組
足
鶴
の
組
地
で
、
小
・
宜
野
弓
J

町
・
長

m弓
J

町
・
木

J

新
保
弓

J

町
等
皆
同
じ
い
が
、

升
形
弓
，
町
の
み
は
諾
士
の
邸
地
で
、
報
卒
の
組
地

で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
こ
の
地
は
往
時
射
手
の
士
の

邸
地
と
し
て
賜
は
っ
た
所
な
の
で
あ
る
。
今
は
閥
単
に

弓
J

町
と
い
ふ
。

マ
ス
キ
ハ
ン
ロ
タ
ロ
ウ
増
木
牟
六
部
百
石
を

領
し
、
元
総
=
一
年
に
夜
。
子
源
相
襲
ぎ
、
六
代
喜
一

郎
議
識
の
時
、
天
保
八
年
民
を
熊
谷
と
改
め
た
。

マ
ス
ト
ミ
盆
富
加
賀
志
徴
に
、
年
紀
不
詳
烏

丸
殿
宛
所
の
判
容
に
、
『
安
江
保
並
盆
富
庄
爾
厨
』
と

あ
る
を
引
い
て
、
康
正
ご
年
遺
内
裏
段
銭
強
閥
役
引

付
に
『
中
島
次
郎
殿
賀
州
盆
畠
保
段
銭
』
と
あ
る
を
、

徳
富
の
設
で
あ
る
と
断
じ
、
叉
越
中
磁
波
郡
芹
川
村

百
姓
四
郎
兵
衛
磁
元
和
去
年
五
周
回
日
附
前
回
利
常

か
ら
大
国
大
患
に
宛
て
た
知
行
所
付
に
『
加
州
石
川

郡
鵡
増
村
並
悶
郡
鐙
宮
村
』
と
あ
る
と
て
、
盆
宮
村

は
今
石
川
郡
に
無
い
が
、
或
は
福
富
村
だ
ら
号
か
と

疑
う
て
ゐ
る
。

マ
ス
バ
タ
ケ
ホ
釜
畠
保
↓
マ
ス
ト
ミ
鐙
留
。

マ
ス
ホ
ウ
-
7

増
穏
浦
羽
咋
郡
の
富
来
か
ら
酒

見
に
至
る
一
帯
の
海
潰
を
増
穂
浦
と
稽
し
、
そ
の
附

近
か
ら
欧
仙
貝
を
墜
す
る
。
増
穂
を
鍵
蘇
坊
と
書
い

て
、
金
龍
山
大
詔
寺
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
設
も
あ

る
が
、
大
稿
寺
が
増
穏
に
在
る
か
ら
鑓
蘇
坊
と
も
い

う
た
の
で
あ
ら
う
。

マ
ス
ホ
シ
ユ
ウ
増
穏
集
一
加
。
羽
咋
郡
富
来

の
俳
人
梅
明
が
八
十
歳
の
賀
謹
の
附
合
を
載
せ
、
諸

岡
か
ら
得
た
mm句
を
列
ね
て
あ
る
。
序
は
梅
室
の
記

す
所
。
弘
化
元
年
の
も
の
で
あ
る
。

マ
ス
マ
ハ
シ
升
廻
務
政
の
時
、
御
搬
入
と
な

っ
た
俵
米
の
貨
蹴
を
織
す
る
を
い
ひ
、
御
詰
米
升
姐

と
出
般
升
廻
と
が
あ
る
。
前
者
は
、
毎
年
五
月
御
米

政
役
人
出
張
し
、
石
敢
に
隠
ず
る
一
定
の
俵
搬
を
、

岡
依
に
よ
っ
て
升
鼠
し
、
結
米
奉
行
に
引
渡
す
を
い

ふ
。
若
し
そ
の
際
欠
米
が
あ
れ
ば
、
各
代
官
の
牧
納
し

た
る
総
俵
に
同
一
一
割
合
の
欠
米
あ
る
も
の
と
認
め
、

代
官
を
し
て
銀
納
補
償
せ
し
め
る
。
六
月
以
降
の
升

廻
は
一
定
鼠
の
欠
米
を
容
放
し
、
十
周
に
入
れ
ば
古

米
と
縛
す
る
。
叉
出
防
升
廻
と
縛
す
る
は
、
江
戸
・

大
坂
へ
廻
米
の
際
、
そ
の
出
般
の
場
所
に
於
い
て
升

廻
を
行
ふ
も
の
で
、
ま
た
そ
れ
ん
¥
欠
米
補
償
の
法

が
あ
っ
た
。

マ
ス
ミ
毘
遺
↓
ス
ガ
ヤ
マ
ス
ミ
管
屋
銀
澄
。

マ
見
ヤ
マ

F
ノ
増
山
殿
前
回
利
家
の
女
務
臣

中
川
光
重
の
室
蘇
婚
を
い
ふ
。

マ
セ
イ
ダ
ザ
ン
Z
号
ン
毘
清
田
三
右
衛
門
ド
同
ダ

4
ナ
カ
ヰ
ノ
サ
Y
エ
モ

y

中
居
の
三
右
衛
門
。

マ
タ
カ
チ
ユ
ウ
又
家
中
務
侯
の
階
臣
を
叉
家

七
七
三


